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1、	リュトウィッツ=カップ一揆〔1920年3
月12日～17日〕について

　第一次世界大戦〔1914/07/28～1918/11/11停戦〕の
結果、ヴェルサイユ条約1）によってドイツ
は、ヨーロッパにおける重要工業地帯を含む
その領土の 6分の 1を割譲し、植民地と海外
の権益を全て失い、軍備は同条約159条以下
によって、陸軍10万、海軍 1万 5千、軍艦10
万 8 千トンに縮小され、1921年 5 月 5 日には
1,320億金マルクの巨額の賠償が確定した。
　1919年初頭ドイツの兵員は、正規の国
防軍は凡そ35万人、多様で多数の義勇軍 
〔Freikorps：主として復員兵からなる志願制の準軍事部隊〕

は凡そ25万人。前者35万人を11万 5 千人に削

減し、後者25万人を全て、1920年 3 月31日ま
でに解散する2）という途方もない義務を課
せられた。かくて軍の解体で職を脅かされた
兵士・将校・将軍と、野心満々の政治家〔カッ
プ〕とが結んで、誕生したばかりの「共和国」
に公然と反逆したのである。
　以下の論述では、この「リュトウィッツ・
カップ一揆」の経過について、特にエーベル
ト社会民主党 SPD政権主導の「ゼネスト＝武
器なき国防」と言う観点から、事態を時系列
的に追っていく3）ことにするが、「武器なき
国防」上の戦術やクーデター側の布告などで
特に注目すべき事象には、本文中に①②－⑬
などの通し番号をつけゴシック体 8 p、10・
5 pとした。これら注目すべき事象について
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は、最終第 7節「武器なき国防の勝因」で、
一括して取り上げ評価することにしよう。
　なお「カップ一揆」は苛酷なヴェルサイユ
条約に反対する「左・右」からの反体制の
クーデターのうち、「右」からの「一揆」の
一つとして取り上げられるのが普通である
が、本論文では、「武器なき国防」の観点か
ら、シャープの示唆〔注3参照〕に従いつつ、よ
り詳細に論じた。なおこの観点からの邦文研
究論文は無いようである。なお紙幅の関係か
らエーベルト政権、ヴェルサイユ条約、1920
年のドイツ労働組合などの節が省略された。

2、	義勇軍解体への抵抗

●1920年 2 月29日〔日〕。この日グスタフ・
ノスケ国防相〔1868～1946〕は、ベルリン国防軍
第一軍団司令官のワルター・フォン・リュト
ウィッツ将軍〔1859～1942〕に、ヴェルサイユ条
約に従って 3月10日までに、二つの強力な義
勇軍を解散せよと厳命した。一つは「レー
ウェンフェルト海兵旅団4）」で、指揮官は
ウィルフリート・フォン・レーウェンフェル
ト海軍少佐〔1879～1946〕、兵力凡そ1,500 。本
拠地キールに一ヶ大隊〔500程か〕を残し、他は
1919/20年の冬、ブレスラウ近郊にて国境警
備に就いていた。もう一つは「エアハルト海
兵旅団」で、指揮官はヘルマン・エアハル
ト海軍少佐〔1881～1971〕、兵力凡そ6,000、1920 
年 1  月からベルリン近郊〔ベルリン西方約29km〕

のデベリッツ演習場に駐屯していた。リュト
ウィッツ将軍は軍の解体に激しく反対し、エ
アハルト少佐も解体命令への拒否を決意し、
抗議の意思表示をすることで意見が一致し
た。1920年 2  月末の時点で、ウォルフガン
グ・カップ〔1858～1922/6/12〕も軍の解体を拒否
し早い時期にクーデターを起こすべしと考え
ていた〔上杉27頁〕。
●翌 3月 1日〔月〕。エアハルト海軍旅団は、
国防相ノスケを招くことなく、抗命の一大パ

レードを敢行した。このパレードでリュト
ウィッツ将軍は「このような精鋭部隊を、こ
のような動乱で過熱した時代に潰そうとは、
とても許せるものではない」と公言した。将
軍の幕僚たちはこの公然たる抗命に驚いて、
国会の有力な二つの右翼政党の指導者たちと
会見させ、将軍の考えを変えさせようとし
た〔ハフナー218頁〕。一つはユンカーの支持から
成るオスカー・ヘルクト〔1869～1967〕を党首と
するドイツ国家人民党 DNVP〔1919/1/19の選挙で

44議席〕、もう一つは大企業に支援されたグス
ターフ・シュトレーゼマン〔1878～1929/10/3〕の
ドイツ人民党 DVP〔同選挙で19議席〕である。
●リュトウィッツ将軍はこの間、 3月 3日、
4日、 8日とカップ博士〔博士号を取得している〕
と会っている。将軍は「彼は私の企てを聞い
ても驚きはしなかった」〔上杉104頁〕、と書き
とめているが、細部に至るまでの詳細な詰め
は、なされなかった。
● 3月 9日〔火〕。この日の夕刻、両党首と
の会談が持たれた5）

〔アイクⅠ-255頁〕。この話
合いで判明したことは、将軍と両党とはエー
ベルト社会民主党 SPD政権の打倒では一致し
たが、その手段で岐れた。両右翼政党は、ハ
フナーによれば、国民議会の解散、国会の新
選挙、専門家大臣の内閣〔右翼諸党はSPDの政党

人内閣を学歴なき非専門家集団と蔑視〕、大統領の直
接国民投票と言った、合法的な方法を用いて
SPDを政権から追落そうとしていた。特に
DNVPは〔同党の国会内での指導者カール・
ヘルフェリヒ〔1872～1924/4/23鉄道事故死〕とマ
ティアス・エルツベルガー〔zp、1875～1921/8/26

被銃殺〕の裁判が6）、1920年 1 月19日から始
まったが、判決が何時出るかこの時点ではま
だ判明していなかったので〕、来週かあるい
は来月に勝訴判決が出たら〔直ちに上記の要
求を掲げて〕大々的な宣伝戦を展開すること
が確定していたし、〔シュトレーゼマンのド
イツ人民党は、この時点ではまだ反 SPD＝
反政府的であって「一揆」には同情的であっ
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たが、暴力の行使には反対していたので7）〕、
結局両党は、リュトウィッツ将軍の「軍事的
一揆〔クーデター〕」作戦には乗れなかった〔ハフ
ナー218頁〕。他方リュトウィッツ将軍には、国
防相ノスケの厳命、 3月10日までに義勇軍の
解散と言う重大問題が明日に迫っており、絶
対的窮地に追い込まれていた。
＜ 3月10日夜、リュトウィッツ将軍、クーデ
ターを決意する＞
● 3月10日〔水〕。この日ノスケ国防相は、
陸軍の解体を進めないリュトウィッツ将軍か
らベルリン＝ドレスデンの二つの師団と二つ
の海兵旅団の指揮権を剝脱した。この措置を
受けた将軍は、たとえ国防軍の支援が得られ
なくても、軍事蜂起を起こすという彼の計画
実行の決意を固めた〔lemo〕

8）。ノスケ国防相
は、海兵旅団を海軍提督アドルフ・フォン・
トロータ〔1868～1940〕の指揮下に移しそこでの
軍の解体を期待した〔ウィキ英文「カップ一揆」〕。
リュトウィッツ将軍は解任命令を完全に無視
したが、幕僚たちは将軍が「最悪 Äusserste」
に走る前に大統領との話合いを願った。フ
リートリヒ・エーベルト大統領は「ご老体は
又々おかしくなったか der alte Herr ist nun einmal 

wunderlich」と機嫌よく応じた〔大統領49歳、将軍61
歳〕。会談は10日、18時に行われた。エーベ
ルト大統領〔1971～1925〕とノスケ、そしてリュ
トウィッツ将軍とその幕僚である。リュト
ウィッツ将軍は「最大限の激しさと厳しさ」
で、新選挙、専門家大臣による組閣といった
右翼政党の要求を述べ、次いで将軍自身の要
求、全国防軍の最高指揮権と解軍命令の取
消とを要求した。エーベルトは父親のよう
に in väterlichem Ton諭し将軍を説得しようとす
るが、ノスケは軍の不穏な動きを察知してい
たので、〔将軍が「何事かを企てる場合には、
ゼネラル・ストライキが引き起こされるであ
ろう」と言って威嚇し（上杉103頁）〕、将軍に明
日の朝までに辞表を出すようにと厳しく迫っ
た。将軍は激怒して席を立った〔以上ハフナー

219頁〕。
● 3月11日〔木〕、リュトウィッツはこの日
の午前中にデベリッツに赴き、エアハルト少
佐に今日の夕刻までにベルリンを占領でき
るかと尋ねた。エアハルト少佐は、無理で
す一日くださいと言い直ちに準備を始めた
が、 6千9）の兵の出動戦闘準備に〔勿論睡眠時
間も含めて〕30時間以上かかった。この命令の
あと将軍は初めて、ドイツ国家人民党 DNVP

のメンバーやウォルフガング・カップ〔1858～ 

1922〕
10）、エーリヒ・ルーデンドルフ〔1865～

1937〕、ワルデマール・パブスト〔1880～1970〕と
言った「国民連合〔Nationale Vereinigung:右翼の政

策立案集団〕」の面々に、来たる13日には政府
を乗取るという軍事一揆の計画を伝えた。一
揆の目的は、封建的構造を持った、権威的体
制の帝国の復活である。計画はまだ完全に
出来上がっていなかったが、彼らは皆リュ
トウィッツ将軍の計画に同意した〔ハフナー219
頁〕。〔①このクーデターは、リュトウィッツ将軍の憂慮・

短慮による突発的な軍事蜂起であり、カップにも話さず

決行。上杉104頁〕。

3、	クーデターの発動と正統政府の徹宵
閣議

● 3月12日〔金〕。この日カップとリュト
ウィッツは政府転覆の計画について話し合っ
たが、二人とも目的方向はそれぞれ異なっ
た。カップは政府と共和国の廃絶を、リュト
ウィッツは憲法の基礎の部分的成功を狙って
おり意見の一致はなかった11）

〔②カップは政府

転覆を公言してはいたが時期を定められなかった。リュ

トウィッツとは半年間ほどの交流はあったものの意見は

合わず、クーデター実行の日を知ったのは、3月11日のこ

とであった。具体的計画の完全欠如である〕。

　この12日の午前中にノスケ国防相は、不確
かであるが容易ならぬ陰謀の情報を得てお
り、直ちにトロータ海軍提督をデベリッツに
派遣する。提督は前もって電話をかけて現
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地視察に赴き、「すべて秩序整然の状態にあ
る」と報告した〔予告済みだから当然である！アイク
Ⅰ-256頁〕。その10数時間後の夜10時、エアハ
ルト海軍少佐はすべて出動準備、整然とした
軍に向かって、「ベルリンに軍事進攻する。
抵抗は全て容赦なく撃退せよ。ベルリンの中
心部・官庁街を占領する」と命じ〔ハフナー221
頁〕、エアハルト海兵旅団 6千人は約29km離
れたベルリンを目指して夜行軍を粛々と開始
した。
　出陣の一時間後ノスケ国防相はこの情報を
得て、エーベルト大統領と話し合い、ノスケ
は翌13日午前 1時に軍幹部との会議を、エー
ベルトは同早朝 4時に閣議を開くことにした
〔ハフナー222頁〕。ノスケは叛乱軍出動の報を知
るや、直ちに二人の将軍を派遣して中止させ
ようとしたが無駄だった。二人の将軍はこの
日遅く、叛乱者全員の恩赦と13日午前 7時に
占領を開始するとの最期通牒を受け取って
戻って来たのである。直ちに真夜中の緊急閣
議が招集され、叛乱軍の要求は全て拒否され
た〔上杉110頁、アイクⅠ-256頁〕。
　なおこの 3月12日、時間は不明であるが、
「ヘルフェリヒ対エルツベルガー」裁判の判
決が出た。「形式的には侮辱の罪あり」とし
てエルツベルガーが勝訴し、ヘルフェリヒが
訴訟費用を負担することになったが、エルツ
ベルガーはこの日、大蔵大臣を辞職した。こ
れは右翼の勝利、エーベルト SPD政権の敗
北と見えたため、「共和制反対派はこれをた
だ一突きで倒せるものと信じた」〔アイクⅠ-252

頁〕。この12日、バウアー宰相はエルツベル
ガーに代えて、ヨーゼフ・ウィルト〔ZP1879～

1956〕を大蔵大臣に就けた。
● 3月13日〔土〕。午前 1時ノスケ国防相は、
「国防相執務室へ将官一同〔11人、加瀬102頁〕を集
合させて、叛徒に対して必要な防衛措置を取
るよう命じた。しかし破局的な結果になっ
た。国防省軍務局長ハンス・フォン・ゼー
クト将軍〔1866～1936〕が、<国防軍が国防軍を

撃つことは致しませぬ Reichswehr schiesst nicht 

auf Reichswehr>と断言したからである。…他の
将官たちも皆、ワルター・ラインハルト将 

軍12）以外は、やはり武力抗争の見込みはな
いと答えた。すなわち政府は決定的瞬間に
ベルリンの国防軍から見捨てられたのであ 

る」13）。
　国防軍の不忠に打ちのめされて、ノスケ国
防相は13日早朝 4時からの閣議に出席した。
バウアー内閣はこの時点で、国家宰相グスタ
フ・バウアー〔1870～1944〕と全12省11名の大臣
〔経済相と食糧管理相は兼任〕および陸軍代表のラ
インハルト将軍〔1872～1930、無所属parteilos〕、海
軍代表のトロータ提督〔無所属〕から成ってい
た。ラインハルト将軍は出席したがトロータ
提督は出席しなかったと見られる〔待考〕。大
統領エーベルトを除いて、全閣僚が出席した
ものとすると、13名〔SPD6名、DDP3名、ZP3名、無所

属1名〕となる14）。
　国防軍に見捨てられ、かつ最強の義勇軍エ
アハルト海兵旅団 6千が刻々と首都に迫って
いる状況をはっきり認識していると言う状
況下、エーベルト大統領を議長とする、バ
ウアー宰相政権のこの閣議は、13日朝 4時〔3
時開始5時までと言う説あり、上杉111頁〕から始まり、
激論の末、次の二つの方向性が明らかになっ
た。もちろんこれとて全員一致ではなかっ
た。一つはベルリンにとどまることは叛徒の
人質になるだけであるから、ひとまずベルリ
ンを離脱してドレスデンに向かうこと、もう
一つは全閣僚名でゼネラル・ストライキへの
呼びかけを行うことの二点である〔ハフナー222
～223頁〕。
　しかしながら、すぐ次に述べるが、ベル
リンを脱出したのは、閣僚全13名〔各人の経歴
については日独英wiki〕中 6名だけであり、ゼネ
ストへの呼び掛けは SPDの閣僚だけであっ
た。どうしてこのような事態になったのだろ
うか。閣議決定のこの二点に就いて、セバス
ティアン・ハフナーが、以下興味深い記述を
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している。
　13日朝 4時から始まった閣議では、〔12日
真夜中の緊急閣議で呼び出された〕各大臣は
全くの睡眠不足で疲れ切っており議論もつい
つい声が大きくなってしまうこと、ギリギリ
の議論になってくると SPDの大臣たちと ZP

や DDPの大臣との考え方の違いがはっきり
出てきたこと、また副宰相＝法相オイゲン・
シッファー〔DDP1860～1954〕ほか何人かの「〔SPD

の労働者派ではなくて〕市民派の bürgerlicher大臣」
は、「叛徒たちに橋を懸け」〔後述、③参照〕て説
得に当たろうとして、ベルリン脱出に同意し
なかったのである〔223頁〕。
＜ゼネストへの呼びかけ＞
　それではゼネラル・ストライキについては
どうなったのだろうか。今日我々の見ること
のできる、装飾文字、全23行のゼネストの
「呼び掛け文」15）は、大略以下のようである。

市民、労働者、同志諸君！軍事一揆
Militärputschが起こされた！…我々は今日
再び、流血の傭兵連隊を屈服させるべく
革命を起こそうとしているのではない。
…労働をやめよ！　ストライキを行な
え！この反動的徒党の息の根をとめよ！
共和国防衛のために、あらゆる手段を
もって闘え！…全ての戦線でゼネストを
行なえ！　プロレタリアートよ、団結せ
よ！　反革命を打倒せよ！

「あらゆる手段をもって mit jedem Mittel闘え」
とあるが、ゼネストの呼び掛けであるから当
然、政府主導の「武器なき国家防衛」戦が想
定されていると考えて良いだろう。ハフナー
によれば、「この呼び掛け文は、彼ら SPDの
市民的同僚諸氏の同意なしで採択され、この
閣議の間に政府の広報室長によって浄書され
た。それには、下方に鉛筆でエーベルトと社
会民主党の大臣の名前だけが記してあった。
宰相のバウアーはその文書に手ずから署名し
た。SPD以外の人たちは誰も署名に加わら
なかった」16）

〔ハフナー223～224頁〕。

　確かにゼネラルストライキは、労働者が資
本家に対する闘いの「伝家の宝刀」ではあろ
うが、政府が主導者として国家的レベルでゼ
ネラル・ストライキを呼び掛けて叛乱政権
を追い詰めようなどとは、前代未聞であっ
て、市民派大臣たちが「とんでもないこと
だ starker Tobak〔強いタバコ〕」〔ハフナー223頁〕とこ
の案に躊躇したのもうなずける。結果として
SPDの大臣だけが署名した。この「呼び掛
け」文は、14日の遅くなって出現する〔後述〕。
＜三つの戦術…正統政府の避難・話し合い・
ゼネラルストライキ＞
　さて閣僚たちのベルリン離脱の件である
が、すでに指摘したように、大統領のエーベ
ルトのほか、ベルリンを離脱した 6名の大臣
は、次のようであると思われる。この日つま
り、1920年 3 月13日の午後、避難先のドレス
デンから発せられた「ドイツ国民に！ An das 

deutsche Volk !」なる「布告＝アピール」〔英独版ウィ
キ「カップ一揆」2014/11/21閲覧〕がある。このビラ
の下段には、「大統領フリートリヒ・エーベ
ルト SPD」の他、「共和国政府」として、宰
相グスタフ・バウアー SPD、国防相グスタフ・
ノスケ SPD、郵政相ヨハンネス・ギースベル
ツ ZP〔1865～1938〕、外相ヘルマン・ミュラー
SPD〔1876～1931〕、内相エーリヒ・コッホ DDP

〔1875～1944〕、再建相オットー・ゲスラー DDP

〔1875～1955〕の 6 名の名前がある。政府の正統
性のみを訴えるこの資料から、ベルリンを離
脱してドレスデンに向かった大臣は、全閣僚
ではなくてこの「 3党・ 6名」だけであると
考えて良いだろう。いま現にドレスデンに来
ている閣僚名を記載しないと言う理由は無い
からである。
　するとベルリンに残った閣僚は、次の 7
名となる。まず法相オイゲン・シッファー
DDP、蔵相ヨーゼフ・ウィルト ZP、経済相兼
食糧管理相ロベルト・シュミット SPD、労働
相アレクサンダー・シュリッケ SPD、交通相
ヨハネス・ベル ZP、無任所相エデュアルト・
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ダヴィット SPD、ラインハルト将軍無所属で
ある。このうち特に副宰相シッファー法相
DDP民主党は、ベルリンを離れることなくむし
ろ叛徒たちに「橋をかけよう」〔ハフナー223頁〕
〔③説得＝話合いで一揆を抑えること〕と考えており、
この案にはベル交通相〔1868～1949。zp法律家、ド

イツ国有鉄道の建設に尽力〕とウィルト蔵相〔1879～
1956。zp経済学者、後に首相〕とが従った。
　そして SPDの三人のうち、シュミット
〔1864～1943〕経済相は、もともとピアノ製造業
者であって、同業組合を作って SPDと関係
を持ち、その縁で SPDの機関誌の編集者を
経て1903年から1918年まで帝国議会議員と
なった。また1903年には「ドイツ労働組合総
同盟 ADGB〔1919～1933〕」の前身である「ドイ
ツ労働組合総務委員会」17）の中央労働委員
会の書記を勤めたこともあった。つまりシュ
ミットは労働運動のベテランであった。また
シュリッケ〔1963～1940〕労働相は、ギムナジウ
ム卒業後さらに精密工学を 3年間学び、1891
年まで「ドイツ金属労働者組合 DMV」の労
働委員会の書記を勤め、1895年から1919年ま
でその委員長を勤めた人物である。シュリッ
ケ労働相もまた労働運動のベテランである。
なおダヴィット〔1863～1930〕無任所相は農業
問題の専門家であって労働問題には関わって
いないが、なぜベルリンに留まったか不明で
ある。またラインハルト将軍はこの時全ドイ
ツ軍の最高司令官であって、SPD政権と共
にベルリンを離脱する理由はあり得ない。
　つまりこの 3月13日早朝のエーベルト大統
領を議長とするバウアー政権の閣議は、以上
の流れから明らかなように、この危機を乗り
越えるべく以下の三重の戦術を執ったことに
なる。ハフナーはエーベルトを議長とする13
日朝 4時からの徹宵閣議が「混乱し、パニッ
ク状態」〔222頁〕であったと繰り返し強調する
が、この閣議は閣僚の意見分布に従いつつ、
「軟＝硬」合わせた、見事な戦術を打ち立て
ている。即ち、

　第一の戦術は、正統政権の存続である。大
統領・宰相を含むワイマル連合三党の指導的
人物の一時的緊急避難策である。この戦術は
「軟・硬」両策の丁度中間に位置し、正統政
権の確たる継続を主張する戦略である。従っ
てこれを「敵前逃亡」とか「一戦も交えず首
都を放棄した」などと非難してはならない。
何よりも正統政府の存続こそが、これからの
全ての戦略・戦術の中核となり、クーデター
政権を「非」正統政権として断固非難断罪
し、正統政権を支援する労働者たちの力の源
泉とならなければならない。第二の戦術は、
副宰相のシッファー法相らを残し、反逆政権
との交渉によって政権を放棄させることにな
れば成功とする「柔軟策」であるが、一揆政
権への暗黙の「承認」を前提とするだけに、
正統政権にとっては極めて危険な戦術とな
る。シッファー法相の動きに注目しよう。最
後は、ゼネラル・ストライキの実行に関わる
「強硬策」である。SPD系の強力な労働組合
と密接な関係を持つシュミット経済相兼食糧
管理相とシュリッケ労働相は、ゼネスト決議
をしたこの重要な閣議決定を、ドイツの最有
力な「ドイツ労働組合総同盟 ADGB」やその
傘下の強力な「ドイツ金属労働者組合 DMV」
などに伝えて、急遽ベルリンで・全ドイツで、
強力無比なゼネスト体制を確立し、即実行に
移さなければならない。その情報伝達の必須
の要員として、労働運動に精通しているこの
二人がベルリンに残された。
　政府主導のゼネラル・ストライキとは前代
未聞であるが、労働運動の経験者なら、例え
ば三日前の 3月10日ノスケ国防相がリュト
ウィッツ将軍をゼネストで「威嚇」したよう
に、最強の武器としてゼネストに思い至るの
はごく自然のことであろう。
　またストライキに悩まされる側にとって
も、ゼネストは脅威であろう。1919年12月
カップら「国民連合」は、軍事クーデター、
及びその後の軍事政権の政策綱領〔④〕を作り
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上げており、その中に「カップ政権」が極め
て恐れ、容赦のない弾圧を加えようとする政
策の中心に、労働者のゼネストへの対抗措置
があった。即ち次の文章の下線部である〔上杉
95頁〕。

○立法的措置。a）保安措置。戒厳令－
重要企業の保護－就労の意思ある者の保
護、…b）立法による警察的措置。…、c）
立法による経済上の措置。失業者扶助の
廃止…
○内閣の構成。…最も重要なポストにつ
いては、承諾はすでに原則的に得られて
いる。
○ゼネラル・ストライキ鎮圧のための措
置。…容赦のない兵力による関与と結合
した保安措置。ゼネラル・ストライキの
抑圧は、軍において準備している措置の
主なものである。鉄道結節点、生存に
とって重要な企業の中心となる諸工場
（郵便、電信、電話、ガス、水道、電気）
の軍隊による保護。…
○新政権任命の技術。ベルリンにおける
諸省の軍事占領。大臣および革命時代に
任命された諸省などの高級官吏の逮捕
（中央地方の急進的新聞の弾圧、破壊活
動者の広範囲にわたる逮捕、独立社会民
主党員、スパルタキスト、共産主義分子
の逮捕〔実行された〕）。

新政府の政治体制や統治理念の開陳と言った
重要な点がここには見られないが、クーデ
ター計画としては中々のものではあるまい
か。特に注目すべきは、ゼネラル・ストライ
キに関する、上記下線部である。クーデター
によって、エーベルト SPD政権を打倒しよ
うとするカップら軍事一揆新政権が、最も恐
れたものこそ、SPD系労働者は勿論、急進
的な社会主義者や共産党員に指導されたゼネ
ラル・ストライキであった。このゼネストに
対しては、「戒厳令」下、「容赦のない兵力に
よる関与 =弾圧」が強行され、指導者を逮捕

して「強制収容所」に投げ込み、連絡や兵站
確保のために鉄道・電信・電話・郵便を一揆
軍によって保護し、かつ水道・ガス・電機と
言った生活に必要な公共施設の確保が目指さ
れている。
　カップら一揆一味は、労働者のゼネストを
恐れ、しっかりとその対策を練っていたので
あるが、実行決断が唐突で計画が周知され
ず、計画通りに実行できなかった〔⑤〕。また
カップ一味が完全に見落としていたことがあ
る。それは、正統政府の呼掛けた国家主導の
ゼネストであったこと、即ちゼネストの参加
者は交通運輸・ガス・水道・電気等に従事す
る労働者だけではなく、公務員も職員も正統
政府の呼び掛けでゼネストに参加〔⑥〕したこ
とである。

4、	カップ新政権の誕生：クーデター成
功か

● 3月13日〔土〕午前 6時前後から、空に
は飛行編隊が曲芸飛行を披露して「お祝い」
の気分を盛り立て〔nvdatabase〕、地上ではエア
ハルト海兵旅団 6千の臨戦体制の縦列隊が、
荒っぽい喉声で軍歌、《ハーケンクロイツ〔ナ
チの先駆である！〕を鉄兜につけて、黒白赤のリ
ボンをかけ…エアハルト突撃旅団、これが我
らの名だ》を歌いながらブランデンブルク門
に到着する。そこにはリュトウィッツ、ルー
デンドルフ〔多数の勲章を付けた軍服に鉄兜姿！何と
散歩の序に立ち寄ったと弁明した！上杉114頁〕、 カ ッ
プ〔礼服にシルクハット！〕らが待機していた18）。 
トロータ提督は一揆決起の報を聞くや直ちに
支援に駆けつけた19）。
　午前 7時、カップらは帝国宰相府に移動
し、「待ち受けていた副宰相シッファーはカッ
プとの短い会談の後立ち去り」新政権が誕生
した20）。⑦この様相だとカップ政権は旧政権から正式
な禅譲を受けたことになる！」。カップが帝国宰相
兼東プロイセン州首相に就き、国民議会と
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プロイセン邦議会とを解散した〔上杉119～120
頁〕。リュトウィッツ将軍は全軍の総指揮官・
国防相に就任した。内相には元ベルリン警視
総監のトラウゴット・フォン・ヤーゴー〔1865
～1941〕が就き、文相にはゴットフリート・ト
ラウプ DNVP〔1869～1956〕が就き、海相にはト
ロータ提督が就いた21）。軍はベルリンの街
の秩序維持に傾注して、要所には機関銃を据
え付け、空には航空隊が曲芸飛行を行い、市
民の中には窓から「黒・白・赤」の帝制時代
の国旗を掲げたり、花束を投げる者もいた
〔nvdatabese〕。
　ベルリンの正規軍、治安警察、全海軍
〔！〕、東プロイセン〔現在大部分がポーランド〕・ポ
メラニア〔西プロイセン：ダンチヒ=現グダニスクが中

心〕・ブランデンブルク〔ベルリンを囲む州：ポツ
ダムが中心〕・シレジア〔現在ポーランドとチェコに
またがる地域〕の軍司令官たちは、全て、正式
に新しい国防大臣を承認した〔ハフナー224頁。
その他は正統政府支持軍あり、形勢観望軍あり、やや複雑

nvdatabase〕。ドイツ国家人民党もドイツ人民
党もリュトウィッツ将軍に友好的な態度を
示した〔上杉113頁〕。バイエルンでは、国防軍
は社会民主党の州政府を倒し、右翼のグス
タフ・フォン・カール〔バイエルン州首相、在任
1920/3/16～21/9/1〕の政権を打ち建てた〔ハフナー
224 頁〕。遙か東方では、解体の対象となって
いたフォン・レーウェンフェルト海兵旅団は、
ブレスラウ〔現ブロツラフ、ポーランド〕の街を占領
して、リュトウィッツ＝カップのクーデター
に遙か遠方から連帯の挨拶を送った22）。ベ
ルリンの交通機関も、この 3月13日〔土〕いっ
ぱい、平常通り運転されており〔上杉178頁〕、
クーデター＝一揆は、まさに成功寸前に見え
た。
　この日、しかしながら、ベルリンの宰相府
内では些か困難が待ち受けていた。カップが
宰相府に陣取り、ドイツ国民に向けて政見を
発表しようとするが、広報部長は新政権に抵
抗して登庁せず、タイピストは一人も居ら

ず、タイプライターは一台も手に入らず、広
報部員はカップの宣言文を印刷しようとし
ないのである〔⑧公務員の見事な怠業〕。こうして
カップ新政権では、上級将校たちは翌日の任
務を伝達することもできず、在ベルリン以外
の幾つかの兵営では、誰が命令を出している
のか、首都ベルリンの状況は一体どうなって
いるのか全く知る事もできず、混乱状態に
陥った〔以上nvdatabase〕。
　「新政府は数々の布告を発したが、ストラ
イキのため印刷されなかった」〔上杉116頁〕が、
それでもこの13日の遅くになって漸く、帝国
宰相府の広報部は宰相カップの布告を「官報」
として印字した。それには、ストライキとサ
ボタージュ＝破壊工作とを容赦なく弾圧する
こと、国旗の色はドイツ帝制の「黒・白・赤」
であること、反政府の言辞を弄した者を収監
する「被逮捕者収容所」の建設を命じていた
〔上杉118頁以下〕〔⑨ストへの弾圧、ドイツ帝国の復活、強

制収容所の建設（ナチの先駆である）命令は、裏目に出た。

労働者たちの決意を強化したのである〕。
　またカップのこの13日付の布告「帝政復
活の蜂起ではない Kein Monarchistenputsch!」に
は、「旧政府は、帝国大統領と共に逃亡し
た。我が軍隊は楽隊の音楽と共に進駐し、全
ての官庁舎を抵抗もなく占領した」。…新た
な戦争の意図があるとか誹謗に等しい流言
が流れているようであるが、我が政府は平
和・自由・パンを実行することを約束する
〔独語原文はdhm/lemo。上杉118～119頁〕。このリー
フレットは、兵士たちが人々に配ったり、飛
行機からベルリンの街にばら撒かれたりした
〔nvdatabase〕。
　またこの日、 3月13日のリュトウィッツ将
軍の発した法令は、前述シッファー副宰相の
態度とも併せて、些か注目に値する。すなわ
ち「私はベルリン及びブランデンブルク州に
対する執行権を掌握する。この 1月13日付の
大統領令〔エーベルトの非常事態令のこと〕に基づい
て、ノスケ国防相の発した全ての法令はなお



三石善吉：武器なき国防－「カップ一揆」を押し潰す

─ 65 ─

効力を有する」と述べ、新政府は「旧政府＝
正統政府」の嫡出子であることを確認しかつ
宣布したのである〔上杉118頁〕。このようにし
てクーデター＝カップ一揆は、重なる困難に
も関わらず、まさに成功寸前であった。
＜ゼネスト令の発動！＞
しかしながら早くもこの 3月13日、カップ一
味にとって「命取り」となるゼネラル・スト
ライキの波が力強く胎動し始めていた。この
13日の午前中の恐らく昼近い頃、ドイツ労働
組合総同盟 ADGBの C〔カール〕・レギーン議長
〔SPD1864~1920/12/26没〕と、自由職員連合 AfAの
議長 S〔ジークフリート〕・アウフホイサー〔SPD1884

～1969〕は連名でゼネストを呼びかけた。装飾
文字のそのビラには、一番上にゴシック体の
大きな字の見出しが三行にわたって、「ゼネ
ラルストライキに向けて！　全ての労働者
〔SPD/ZP等の労組〕・勤め人〔AfA〕・公務員〔DBBド

イツ公務員同盟〕に！　男性も女性も！」とあり、
義務を忘れた国防軍部隊は、叛乱将校の
指揮下に進軍し、国民によって選挙され
た政府と並んで、非合法の権力を僭称し
た。…団結権は…取り除けられ、いかな
る思想の自由も抑圧されている。…それ
ゆえ我々は、全ての労働者、勤め人、お
よび公務員に対し、暴力支配に対する一
致した抗議の声を挙げ、至る所で直ちに
ゼネラル・ストライキに入ることを要求
する。すべての企業は休止せねばなら 

ぬ23）。…〔上杉133頁〕。
この日、 3月13日、独立社会民主党 USPDは
ゼネスト支持を表明したが、ドイツ共産党
KPDは、リープクネヒトやローザ・ルクセン
ブルクを虐殺したエーベルトやノスケの政府
を擁護せねばならない理由は全く無いと、ゼ
ネスト宣言を拒否した〔石川576～577頁〕。同じ
くキリスト教労働組合総同盟 GCGの総書記
局もこの日、下部機関に「経済生活を損なう」
と言う理由でゼネストには反対の通報を流し
た〔上杉134頁〕。

　ところでスワースモア大学の nvdatabase

が、 3月13日「土曜日の昼 Saturday noonから
早くも多くの工場が閉鎖された」と指摘す
るのは、これら ADGB、AfAの呼掛けに直
ちに応えた事例であったと思われる。従っ
て nvdatabaseが、「ゼネラル・ストライキの
正式な呼び掛けがベルリンの労働者たちに届
く前に、何千人と言う労働者たちは、すで
に自然発生的に spontaneously就労を停止し
た」と言うのは些か疑問である。少なくとも
ここベルリンについて言えば、自然発生的で
はなくて、ゼネラル・ストライキ決行の、大
統領令でもある閣議決定の情報は、ベルリン
に残ったシュミット経済相あるいはシュリッ
ケ労働相から、早朝直ちに直接に ADGBに
伝えられ、さらに AfAに伝達された。52組
合の連合体である ADGBは、即座に傘下の
労働組合へとゼネストの呼びかけを伝えた結
果、「土曜日の昼から早くも多くの工場が閉
鎖された」と推定して良いのではなかろう 

か24）。

5、	正統政府の脱出・彷徨

＜ドレスデンからシュトゥットガルトへ＞
　ところで首都ベルリンを離脱した大統領ほ
か閣僚たちは、どうなったであろうか。セバ
スチャン・ハフナー〔224～225頁〕によれば、 3
月13日〔土〕朝 6時15分、閣議は打ち切られ、
エーベルトや閣僚たちは待たせてあったクル
マ〔および、急行列車（上杉113頁）〕に急ぎ乗
り込んだ〔この二班の構成不明；待考〕。それはエア
ハルト海兵旅団がブランデンブルク門をくぐ
る、たった10分前のことであった。彼ら「旧」
政府の面々は「ノスケの旧知〔ノスケは1902～
1918年までドレスデンに近いケムニッツにて勤務〕 で、
現在ドレスデン市を支配下においている人物
Noskes alter 《Städteeroberer》」、 陸軍少将ゲオルク・
メルカー Maercker将軍〔1865～1924．右翼の将軍〕を
頼って、一路南下する〔国道96号線で約205km。今
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日列車だと3時間弱〕。いまやエーベルト大統領も
宰相も閣僚も、「彼らを支える政府機関もタ
イピストも権力もなく、まさに裸の命をさら
しつつドレスデンにて安全を確保しようとし
ていた」。ところがドレスデンのメルカー将
軍は、この13日〔土〕の午前中にリュトウィッ
ツ将軍名の電報を受け取っていた。それは到
着と共に閣僚たちを保護検束せよと命じてい
た〔ハフナー225頁〕。
　13日昼12時頃、エーベルト一行が到着し
た。ザクセン州首相からは「全力を挙げて保
護する」と歓迎された。しかし午後 1時メル
カー将軍が現われ、「上司であるリュトウィッ
ツ将軍の命令に服する。帝国政府の閣員を保
護拘禁する」と宣言した。一閣僚が即座に
「リュトウィッツ将軍は 3月11日以来その職
を免ぜられている」と言うと、メルカー将軍
は、この宣言は保留とすると言って立ち去っ
た25）。
　エーベルト大統領らはこの13日の午後、こ
こドレスデンにて重要な布告を出した〔上杉
129頁〕。既に触れた「ドイツ国民に！」である。
すなわち
気違いじみた奇襲によってベルリンの官
庁舎は反逆者によって占領された。…政
府は1914年から続く流血を避けるべくベ
ルリンを離脱した。「そのような愚挙は、
それに内在する不可能性によって数日の
うちに崩壊しよう」。政府は本拠をドレ
スデンに移したが、「いかなる者も憲法
に基づく正統政府への服従を保持してお
り…叛徒ベルリンからの命令は法的に無
効である」〔⑩正統性の強調〕…また「国民
議会の解散は違憲である。国民議会の議
長にお願いする、早急に国民議会を招集
して頂きたいと」…憲法に基づく政府だ
けがドイツを守ることができるのであっ
て、一揆が継起すればドイツは絶望的と
なる。暴力に些かでも依拠する政府は国
内外で権威を欠き、経済の混乱と交通の

途絶を招き国民を死に至らせるであろう
〔参考、上杉訳129頁〕。

このドレスデンからの告示の狙いは二つあ
る。一つはドレスデンなる SPD・DDP・ZP

三党から成る現政府が唯一の正統政府であ
ることを強く繰り返し主張するものである。
DDPや ZPは、既に見たようにゼネストに
は反対であったから、ゼネストに関しては一
言も触れることはできない。ひたすら正統政
府に結集せよと訴えるのである。
　第二の狙いは、カップの国民議会解散令を
断固拒否して、国民会議の議長、中央党 ZP

のコンスタンティン・フェーレンバハ〔1852～
1926〕への国民議会開催の依頼である。この日
〔13日〕の午後この「アピール」が出された後、
民主党 DDPのコッホ内相はドレスデンから
フェーレンバハ議長と電話で話し合い、国民
議会を 3月16日にシュトゥットガルトで開く
ことにした〔上杉114頁〕。議長は直ちに与党議
員〔SPD・ZP・DDP〕の委員会を開き、議会を 3月
17日にシュトゥットガルトで開催すると告示
した（実際は18日開催）〔上杉130頁〕。
　メルカー将軍の態度に「大きな不安」を
抱いたエーベルトや閣僚たちは、成り行き
に任せない方がよいと判断し、同日13の夕
刻〔Abend日没後〕、ドレスデンでは一滴のガソ
リンも得られず、辛うじて残ったガソリンで
ケムニッツまで走り、そこで最終の急行列車
に飛び乗って、国民議会開催予定地のシュ
トゥットガルトに向かった26）

〔上杉123頁。ハフ

ナー225～226頁。なおドレスデンからケムニッツまでB173

号線で73kmある。またケムニッツからシュトゥットガルト

まで、今日だと列車でフランクフルト経由で 8時間ほど、

アウグスブルク経由で10時間ほどかかる〕。
＜反カップ統一戦線の形成＞
● 3月14日〔日〕：この日、カップ新政府の
閣議が開かれた。歴史文書に残る正式な閣僚
は、宰相カップ、リュトウィッツ国防相、ト
ラウゴット・フォン・ヤーゴー内相、ゴッ
トフリート・トラウプ文相 DNVPである。こ
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の閣議に元プロイセン邦農業次官のフォン・
ファルケンハウゼンが出席した。彼の言葉
によれば、「このトランプは百枚のカードの
うち、せいぜい一枚しか良い札が見つからな
かった」。彼は遠慮なく「カップの退陣を勧
めた」が、この時彼に賛同する者は流石に一
人も居なかった〔上杉121頁〕。
　ストライキ、ゼネラル・ストライキの主導
権は、すでに指摘したように、13日早朝にい
ち早くゼネストの閣議決定を知らされたドイ
ツ労働組合総同盟 ADGBが掌握し、これに自
由職員連合 AfAとドイツ公務員連盟 DBBが追
随して、労働組合運動は反動的クーデターと
闘う、確固とした「反カップ統一戦線」を組
むに至った〔nvdatabase、石川574頁以下〕。
　 3月14日。この日ドイツ公務員同盟 DBB

は、ドイツ鉄道員労働組合連合・郵便電話下
級官吏連合・郵便電話中級官吏連合・全国郵
便電話公務員連合・ドイツ機関士連合・ドイ
ツ警察官全国連合・プロイセン地方公務員連
合・司法公務員同盟・陸海軍下級官吏連合・
全国公務員連合・下級官吏連合同盟・技術公
務員同盟・ドイツ公務員同盟大ベルリン連合・
ラインラント＝ウェストファーレン工業地区
下級官吏同盟の全14組合の共同の決議を採択
し、以下のように組合員に訴えた〔上杉135頁〕。
公務員同盟加盟の諸労働組合は声明す
る。憲法に対して行った宣誓に基づい
て、現行憲法の基礎の上に結成されてい
る政府の指令にのみ従うであろう。…か
かる政府の存在しないところでは、労働
拒否の手段を適用するであろう…。 

　この 3月14日〔日〕、前記傍線部 5組合は、
前日13日のギースベルツ zp郵政相の「鉄道
＝郵便事業の保持」の要求を拒否してストラ
イキを決議した。特に鉄道員労働組合連合は
「 3月14日午後 5時、ストライキの合図を出
し、…カップとその一味は無制限の団結権を
処罰すべきものと宣言して」いると非難した
〔上杉135頁〕。

　この 3月14日、これまで政治的ストライキ
を拒否してきた「黄色組合のヒルシュ =ドゥ
ンカー労働組合は、ゼネストを支持し」た。
ドイツ共産党中央は下からの労働者の断固た
るゼネスト熱に圧倒され、慌てて昨日のゼネ
スト拒否を覆し「この裏切り者の政府は、い
まや諸君たちに救いを求めている」と述べて、
この日ゼネストを指令した〔石川577頁〕。
　この 3月14日、ベルリンで水道が一時的
に止まり、ガスと電気も流れを止めた〔上杉
179頁、⑪ストライキ指令、中・下級公務員これを実行〕。
またこの日、正統政府系の新聞「Freiheit自

由」「Vorwärts前進」社が一揆者たちによって
占領された。一時間も経たないうちにベルリ
ンの印刷業者たちは全てストライキに入った
〔nvdatabase：⑫報道関係者の抵抗-新聞が見られなくなっ

た〕。
　また「この〔14〕日の遅くになって、ドイツ
共和国大統領フリートリヒ・エーベルトは、
一般住民に向かって国粋主義者の蜂起と闘う
のを支援してほしいというアピールを発し
た。この呼び掛けで、国民は一斉に決起して
カップ一味と闘うようになり、かつゼネラ
ル・ストライキがエーベルト政権〔SPD閣僚中心〕

と社会民主党の執行部〔ウェルス中心〕とによっ
て推し進められた」〔nvdatabase。ハフナー223頁、上

杉127頁〕。
　この呼び掛け文は、既に述べたように 3月
12日から13日の徹宵閣議で、エーベルト大統
領と SPD閣僚だけで署名されたものであり、
ベルリンに残ったシュミットあるいはシュ
リッケが、SPD代表のオットー・ウェルス〔1873
～1939〕に署名してもらって、14日の遅くなっ
てようやく印刷 =配布に至ったものと見られ
る。これは単なる与党の一部である SPDの
アピールと言うより、ドイツ共和国大統領の
直接のアピールと解され、非暴力的な闘争方
法として巨大な力を発揮することになる〔⑬大
統領のゼネスト呼び掛け。大きな力を発揮する〕。
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6、ゼネストの巨浪とカップ政権の崩壊

＜ストライキ死刑令に抗して＞
● 3月15日〔月〕：休日明けのこの日、キリ
スト教労働組合総連合 GCGもゼネストの支
持を表明した〔石川577頁〕。ゼネラル・ストラ
イキが、ベルリン全市、ドイツ全土に波及
〔石川578頁。上杉179頁〕する中で、カップは次の
ような「死刑令」〔上杉119、179頁〕、

第一条　国民経済上重要な企業の確保の
ための法令…〔違反の〕…首謀者および
ストライキのピケは、死刑に処せられ
る。
第二条　この命令は1920年 3 月16日午後
4時をもって発効する。宰相カップ。

を発布したが、他方でカップは、新旧両政府
が共同して「ゼネラル・ストライキがドイツ
国民に対する犯罪である」と声明することを
要求し、これについて旧政府がはっきりした
回答を出すまで新内閣の組閣を延期する〔SPD

政権がゼネストを中止するはずはなく、有力人物の入閣拒

否で組閣不能なのでこう言い逃れた〕と述べ、カップ
政権の弱体ぶりを隠さなかった〔上杉131頁〕。
　しかもこの日、ベルリンに留まったシッ
ファー法相 DDPはストの急進化を恐れて、
暴動を終わらせるべくカップとの妥協策を立
てるに至ったが、シュトゥットガルトなる正
統政府はこの交渉を喜ばず、コッホ内相 DDP

はシッファー副宰相に電話して「もしそのよ
うな交渉が行われたら」、政府はシッファー
を見捨てると言って脅かした〔上杉182、185頁〕。
　この 3月15日、エーベルト大統領と正統政
府は、本拠をシュトゥットガルト〔到着時不明
待考〕に移し、この日の午後、大統領臨席の下
に閣議を開き、全員一致でカップの退陣を決
議〔上杉131頁〕して、カップ政権との共同声明
はおろか、妥協交渉すら断固拒否した。
　なお、この 3月15日、ケムニッツの労働者
3千人が武装して、市の主要部分を占拠し、
義勇軍の武装解除に成功した。労働者の武装

闘争はルール地方のエッセン、ミュールハイ
ム、デュイスブルクなどで最も高揚し、赤軍
が組織されクーデター軍を打ち破ったと石川
氏〔578～579頁〕は述べ、また上杉氏は「ベルリ
ンではゼネラル・ストライキは武装蜂起へと
つながらなかった」〔182頁〕ことを、SPDの「右
翼日和見主義」的行動として断罪し、革命的
武装戦闘的な KPDや USPDと対比している
が、これらの見方は、我々の「武器なき闘争」
という視点とは異なった観点からの分析＝評
価である。
　 3月15日〔月〕以降、ベルリン全市を覆
うゼネラル・ストライキの様子は、アイク
に依れば、「あらゆる官公営事業が活動を止
め、市電が走らず電灯は消え、新聞も出な
くなった。これはベルリン市民にとって甚
だ不快な数日だったが、大多数は一つも不
平を洩らさなかった」〔アイクⅠ-259～260頁〕。ま
た nvdatabaseによれば、市電、バス、地下
鉄が動かなくなり、夕方から全市は暗闇とな
り、ホテルも食堂も劇場も全て閉鎖され、ガ
ス、電機はもちろん給水さえ無くなった。但
しゼネストの例外は、①給水、②病院、③労
働者疾病基金部局の三者である〔と指摘されてい
るが、給水は「一時的に」遮断されたようだ〕。新聞は出
ず、ただ電話だけが生き残った。ベルリン郵
便局の電報係りの職員はカップ政府の要請を
拒否した。国営銀行はカップ政権の資金引き
出し〔 1千万マルク〕を何度も断固拒否した。
カップ政府〔カップ〕は力ずくで銀行から資金
を持って来いと〔エアハルト少佐に、加瀬104頁〕命じ
たが、流石にこの「銀行強盗」は実行されな
かった。
　こう言ったゼネスト実行中の労働者たちを
駆逐して、何とか生産を再開させようとした
カップ政権は、リュトウィッツ将軍みずか
ら、ベルリン、ライプツィッヒ、ハレの「緊
急技術援助部隊」〔TN： Technische Nothilfe。ガス・

給水・電気・鉄道と言った死活のインフラ施設緊急救助の

準軍事的義勇軍。スト破り部隊としても著名：英独ウィキ〕
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に請うて、ベルリンおよび中部ドイツ工業地
帯に電気を供給させようとしたが、労働者の
団結は固く、緊急技術援助部隊は何処でも、
ただの 1キロワットの電流さえ、通すことが
出来なかった〔上杉177頁〕。
　こう言った状況は、カップ政権にとってま
さに致命的であった。エアハルト海兵旅団
は、交通機関を使って移動することが出来な
くなった。将校・兵士たちへの特別給与〔ボー
ナス！〕の支払いも出来なくなった。軍の必
需品〔食料・給水・武器弾薬等〕の補給さえ出来なく
なった。カップ政権はベルリンの高級官吏や
上級・下級のあらゆる公務員のゼネストに遭
遇して完全に麻痺し、そもそもベルリン市の
統治すら出来なかった。
● 3月16日〔火〕。昨15日に出されたカップ
の「死刑令」は、企業での就労を「死の威嚇」
でもって強制するもので、企業側にとっては
嬉しい措置のはずであったろうが、この日、
3月16日の14時、「全ドイツ工業連合」の代
表エルンスト・フォン・ボルジヒ〔1869～1933、
機関車製造で著名、Bolsig社主〕らの働きかけで撤回
された。「反動をもって知られるボルジヒら
も、カップのやり方に大きな危惧を持ったこ
とが分かる」〔上杉160頁〕。
　この16日、正統政府の飛行機が、「軍事独
裁制の崩壊」と書かれた、抵抗を呼びかける
無数のビラを、首都にシャワーのようにば
らまいた27）。この16日の夜、ベルリンの一
大隊〔兵力3百から1千人〕が反乱を起こして将校た
ちを拘束し、憲法に立脚する政府への忠誠を
誓った〔nvdatabase〕。
● 3月17日〔水〕。政府の機能は完全に麻痺
し、 3月17日には一揆は完全に失敗した〔有
沢上205頁〕。この日の早朝になっても、一揆叛
乱者たちへの救いの手は差し伸べられなかっ
た。ベルリン保安警察は離反してカップの辞
任を迫った。ベルリンの街頭では衝突が頻発
し、この日までに既に100人以上の犠牲者が
出た。これらの状況からカップは辞任すべ

き時と判断して、この日17日水曜日の午後
早々、辞任の声明を書いて亡命した。〔なお
dhm/lemoのカップ伝には「 3月17日、ルー
デンドルフとリュトヴィッツの圧力によっ
て、カップはこの日の早朝に退陣しスウェー
デンに行った」とある〕〔加瀬104頁も参照〕。リュ
トウィッツ将軍は、なおも軍事独裁者たらん
とする夢を持ち続けたが、やがてその夢を捨
てた。一揆はこの17日午後 6時に〔将軍の辞任
で〕正式に終焉した。混乱した状況がしばら
く続いたが、エーベルト体制の権威は全ドイ
ツに亘って回復した〔以上nvdatabase〕。
　この 3月17日の夜、カップの補佐官たちは
平服に着替えてベルリンを脱出し、リュト
ヴィッツ将軍も辞任した。優勢な非暴力的非
協力運動の中でも、かなりの数の流血の衝突
が起こった。「義勇軍」はその後、合法政府
に再び従順を誓い、〔 3月21日〕隊伍を組ん
でベルリンから退去し〔てデベリッツに戻っ〕
た。クーデターは、労働者・公務員・官僚・
そして一般大衆の連帯した行動によって打ち
破られた。簒奪者たちは自分たちの権力掌握
を実効あるものにしようとして、一般市民や
行政職員たちの協力を求めたのであるが、そ
の全てが集団的協力拒否に遭ったのである。
ワイマル共和国には、さらに別の重大な国内
問題〔経済・賠償問題〕があるのだが、共和国は国
内の攻撃者に反対する市民・政府による非協
力運動と公然たる拒否とによって、共和国初
の正面攻撃を持ちこたえたのである28）。

7、武器なき国防の勝因

　労働者・市民の「武器なき国防」闘争によっ
て、リュトウィッツ＝カップのクーデターを
如何にして崩壊させてしまったのか、本文中
にて注意を喚起した、①②以下⑬までの事項
を中心にまとめてみよう。
　まず1920年 3 月12日夜10時に発動したこの
クーデターは、まずはリュトウィッツ将軍の
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憂慮・短慮による突発的な軍事蜂起であるこ
とに〔①〕注意したい。カップもまた政府転覆
を公言してはばからなかったが時期を定めら
れなかった。リュトウィッツとは半年間ほど
の交流はあったものの意見は合わず、クーデ
ター実行の日を知ったのは、前日の 3月11
日のことであった〔②〕。このクーデター計画
は、④で詳しく触れているが、中々のものだ
と思われるものの、上記①②で指摘したよう
に、実行決断が唐突で、しかも計画が官僚の
怠業で周知されず、計画通りに実行できな
かった事〔⑤〕が最大の敗因である。
　首都を離脱した正統政府は三重の戦術を構
想した。ハフナーも上杉氏もこの徹宵閣議が
周章狼狽して明確な戦術も戦略も立てられな
かったと見るが、労働争議のベテランたち
は、実に見事な戦術を打ち立てた。第一に、
抵抗反撃の拠点としての正統政権の存続が図
られた。カップの娘アンネリーゼ・カップ〔父
の秘書役〕が鋭く、「権力獲得の最も重要な前提
の一つは、エーベルト政府と与党の指導的人
物を逮捕することであった。この前提がカッ
プ叛乱に際しては、満たされなかった」〔上杉
117頁=注25〕と指摘するように、ドレスデンか
ら正統性を強調するアピール〔⑩〕を出し、危
うく虎口を脱した。
　第二に、徹宵閣議にて大統領を含む SPD

閣僚によってなされたゼネラル・ストライキ
決定を、シュリッケ、シュミットというベテ
ラン闘士をベルリンに残して直ちにゼネスト
を実行させたことである。ZPや DDP閣僚
の危惧とは逆に、この前代未聞の正統政府主
導のゼネストが巨大な力を発揮した。第三
の、シッファー副宰相の「叛徒たちに橋を
かけよう」、説得 =話合いで一揆を抑えよう
〔③〕、とする案も、シッファーが明確な抵抗
の姿勢を貫かなかったことで、カップ政権は
旧政権から正式な禅譲を受けた正統な後継政
権〔⑦〕とのイメージを与えたが、それはゼネ
ストの巨大な力によって打ち消された。公務

員も職員も公然と怠業を敢行〔⑧〕し、正統政
府の呼びかけに応えてゼネストに参加〔⑥〕し
た。上級官僚も中下級公務員も〔⑪〕迷うこと
なく大統領のゼネストの「呼び掛け」に応え
〔⑬〕、その集積は巨大な力となった。但し既
に引用したように、アイクはゼネストに対し
て、ベルリン市民の「大多数は、一つも不平
を洩らさなかった」と言うが、ゼネストを打
つ場合、給水・電気・暖房〔伯林 3月はまだ寒い〕・
食糧・医療などには事前の十全な配慮＝準備
と、ゼネストを出来るだけ短期間に収束させ
る確固とした全体的戦略とがなければなるま
い。
　カップ政権は労働者・公務員・市民たちの
街を埋め尽くす巨大なゼネストに驚き圧倒さ
れ、恐れをなして政権を放棄したのであろう
か。既に屡説してきたように、全くそうでは
ない。これら労働者・公務員・市民の非協力
によってカップ政権はその権力の源泉〔シャー
プCBDの第二章〕を完全に断たれて支配＝統治が
出来なくなってしまったのである。つまり、
官僚・職員・労働者の協力拒否によって行政
機関や社会経済を動かす人的資源を全て失っ
てしまった。 6千の反乱兵の必要物資や資
金、工業生産や商品流通という物的資源が入
手不可能になった。軍部独裁や帝制復活と言
うイデオロギーは一般市民・労働者に拒否さ
れ、かつエーベルト正統権力の断固たる拒否
にあってその正統性は完全に剥奪された。社
会・組織・経済・運輸通信・国家機構等々を
動かす技術的専門的技術集団の協力を全て
失った。政権を下から支え統治を可能にする
その基盤が全て無くなってしまったのであ
る。
　ただ「制裁」力だけが残されたが、非暴力
のゼネスト弾圧、強制収容所の建設命令や、
スト実行者への死刑の威嚇、言論の抑圧〔⑨〕
等々は、公務員や報道関係者等々の抵抗〔⑫〕
を誘発し、労働者・市民たちの決意を固めさ
せ、果ては制裁を発動するはずの軍や治安警



三石善吉：武器なき国防－「カップ一揆」を押し潰す

─ 71 ─

察にも見捨てられてしまった。武器なきゼネ
スト闘争に対する、過剰な暴力的抑圧は却っ
て人々の恐怖心を払拭させて抵抗に向かわ
せ、かつ味方の「軍・警」という抑圧装置の
離反すら招いてしまったのである。なお若干
の例外〔上杉180-181頁〕はあるものの、ベルリン
の労働者や市民は、兵器携帯への誘惑を退け
た。これはこの武装蜂起をプロレタリア独裁
体制樹立へと暴力的に転化させようとする共
産党等の組織力よりも、ゼネストと言う「武
器なき闘い」を戦術とする社会民主党 SPDの
組織力の方が遙かに大きかったこと〔石川579
頁〕によろう。ゼネスト〔 3月23日中止：石川579頁〕
によってカップ一揆が崩壊すると、目的を達
したゼネストの波が急速に退潮するのはその
ためである。
　この「リュトウィッツ＝カップ一揆」打倒
の事例は、事前の準備や訓練など全く欠如し
ていたにも拘らず、正統政府主導の、1,200
万人を動員した巨大なゼネストによる権力の
源泉の完全遮断という「武器なき国防」戦略
でクーデターを打ち破り、正統政権を守るこ
とができることを証明した重要な事例であ
る。もしこの「武器なき国防」という闘争方
法や理念が、広く深く一般市民に浸透してお
り、かつそのための事前の訓練がしっかり行
われておれば、その威力は数倍加したであろ
う。
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